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〔
受
贈
品
紹
介
〕
名
物
　
鳥
飼
来
国
次

川
　
見
　
典
　
久

　

平
成
二
十
八
年
、
当
研
究
所
に
芦
屋
市
の
川
口
辰
郎
氏
よ
り
刀
剣
類
十
一
件
が

寄
贈
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
『
享
保
名
物
帳
』
所
載
の
名
物
「
鳥
飼
来
国
次
」
が
含

ま
れ
る
。「
鳥
飼
来
国
次
」（
以
下
「
鳥
飼
」）
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月

二
十
五
日
に
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
所
有
者
は
寄
贈
者
の
曾

祖
父
に
あ
た
る
尼
崎
市
東
大
物
町
の
川
口
平
三
郎
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
五
）
で

あ
っ
た）

（
（

。
川
口
平
三
郎
家
（
鍋
屋
）
は
江
戸
時
代
に
尼
崎
で
干
鰯
等
の
肥
料
や
塩

を
商
い）

（
（

、
明
治
に
な
る
と
大
阪
塩
取
引
所
の
仲
買
人
を
つ
と
め
た
。
明
治
三
十
八

年
（
一
九
〇
五
）
に
専
売
制
が
施
行
さ
れ
る
と
「
塩
元
売
捌
人
」
に
指
定
さ
れ
、

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
大
蔵
省
専
売
局
の
指
導
に
よ
っ
て
各
地
の
元
売
り

が
統
合
さ
れ
た
際
に
は
、
川
口
平
三
郎
が
代
表
と
な
っ
て
「
大
阪
塩
元
売
捌
合
資

会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。
一
方
、
明
治
二
十
五
〜
八
年
に
は
尼
崎
町
町
会
議
員
、

大
正
五
年
頃
に
は
尼
崎
肥
料
組
合
頭
取
も
つ
と
め
た
と
い
う）

（
（

。
同
家
に
伝
わ
っ
た

文
書
に
よ
る
と
、
戦
後
す
ぐ
に
は
少
な
く
と
も
十
八
口
の
刀
剣
を
所
有
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
現
在
伝
わ
る
の
は
そ
の
う
ち
の
九
口
で
、
今
回
す
べ
て
が

当
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。「
鳥
飼
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
『
所
蔵
品
選
集　

刀

剣
』（
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
）
に
掲
載
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
来
歴
等
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
他
の
受
贈
品
の
概
要
を

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

1
．
短
刀　

銘　

来
国
次
（
名
物　

鳥
飼
来
国
次
）

　
　
　

刃
長　

（（
・
9
㎝（
七
寸
九
分
）　

茎
長　

8
・
6
㎝　

重　

1
6
1
g

　
　
　

幅（
元
）　

（
・
4
㎝　
　

重
ね（
元
）　

0
・
5
㎝

　
　
　

平
造
、
三
つ
棟
、
刃
上
栗
尻

　

【
付
属
品
】

　
　
　

宝
永
二
年
十
二
月
三
日
付
本
阿
弥
光
忠
「
代
三
千
五
百
貫
」
折
紙

　
　
　

某
年
九
月
三
十
日
付
本
阿
弥
琳
雅
「
折
紙
留
帳
之
写
」

　
　
　

緑
地
花
唐
草
文
様
金
襴
刀
袋
、
三
つ
葵
紋
黒
漆
塗
刀
箱

　

来
国
次
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
京
で
活
動
し
た
来
派
の
刀
工
で
、
国
俊
の
甥
、
ま

た
は
娘
婿
と
さ
れ
る
。
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
本
阿
弥
家
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た

と
さ
れ
る
『
享
保
名
物
帳
』（
以
下
『
名
物
帳
』）
に
は
来
国
次
が
製
作
し
た
刀
剣

が
「
鳥
飼
」
含
め
七
口
収
録
さ
れ
る
も
の
の
、
将
軍
家
の
「
青
木
来
国
次
」、「
三

斎
来
国
次
」、「
戸
川
来
国
次
」、「
増
田
来
国
次
」
は
す
べ
て
明
暦
の
大
火
に
て
失

わ
れ
（「
名
物
焼
失
」
と
し
て
掲
載
）、
備
中
松
山
藩
主
水
谷
家
所
有
の
「
源
来
国

次
」
は
関
東
大
震
災
に
て
被
災
し
た
。
ま
た
、「
豊
後
来
国
次
」
は
掲
載
時
点
で

す
で
に
所
有
者
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
焼
け
ず
に
現
存
す
る
来
国
次

の
『
名
物
帳
』
所
載
刀
剣
は
本
品
の
み
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
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る
と
言
え
よ
う
。

　
『
名
物
帳
』
の
写
本
に
は
二
系
統
が
あ
り
、
享
保
献
上
本
の
本
阿
弥
家
控
え
か

ら
の
写
本
（
名
物
帳
Ⅰ
類
）
と
、
江
戸
後
期
に
本
阿
弥
家
の
関
係
者
に
よ
っ
て
増

補
改
訂
さ
れ
た
写
本（
名
物
帳
Ⅱ
類
）に
分
け
ら
れ
る）

4
（

。本
刀
に
つ
い
て
二
種
の『
名

物
帳
』
は
、
①
銘
が
あ
る
こ
と
、
②
長
さ
が
七
寸
九
分
で
あ
る
こ
と
、
③
折
紙
の

代
付
け
が
大
判
金
百
七
十
枚
（
＝
銀
三
千
五
百
貫
）
で
あ
る
こ
と
、
④
稲
葉
丹
後

守
が
所
有
し
た
こ
と
を
記
載
す
る
。
さ
ら
に
Ⅱ
類
に
は
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初

期
に
か
け
て
名
だ
た
る
武
士
の
手
を
経
て
伝
わ
っ
た
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、
他
の
文
献
史
料
を
参
照
し
つ
つ
、
順
に
来
歴
を
辿
っ

て
お
き
た
い
。

史
料
（　
『
名
物
帳　

全
』（
国
立
国
会
図
書
館
）【
名
物
帳
Ⅰ
類
】

鳥
養
来
国
次　

銘
ア
リ　

長
七
寸
九
分　

代
金
百
七
十
枚�

稲
葉
丹
後
守

　

鳥
養
宗
慶
ト
申
者
所
持
故
申
伝
候
。

史
料
（　
『
刀
剣
名
物
帳　

全
』（
国
立
国
会
図
書
館
）【
名
物
帳
Ⅱ
類
】

稲
葉
丹
後
守
殿

鳥
養
来
国
次　

銘
有　

長
七
寸
九
分　

代
参
千
五
百
貫

ⓐ
鳥
養
屋
宗
慶
所
持
。
息
与
兵
衛
へ
伝
り
、（
豊
臣
）
秀
次
公
へ
上
る
。
然

る
所
に
紛
失
、
年
久
敷
し
て
来
る
。（
本
阿
弥
家
の
）
同
苗
衆
、「
鳥
養
」
成

る
べ
し
と
は
申
し
な
が
ら
、
然
と
覚
ず
。（
本
阿
弥
）
光
甫
聞
て
、「
鳥
養
」

に
は
表
裏
帽
子
の
う
し
ろ
に
朽
有
り
と
申
し
、
如
何
に
も
其
通
り
な
り
。

ⓑ
秀
次
公
よ
り
秀
吉
公
へ
御
上
げ
、浮
田
中
納
言
殿
（
宇
喜
多
秀
家
）
拝
領
。

ⓒ
徳
川
殿
（
家
康
）
へ
進
ら
れ
、
紀
伊
国
殿
（
頼
宣
）
へ
御
伝
、
秀
忠
公
へ

上
る
。（
前
田
）
利
常
卿
拝
領
。

ⓓ
稲
葉
故
丹
後
守
殿
（
正
勝
）、
病
気
以
之
外
の
時
、
慰
に
遣
さ
る
べ
し
と

御
申
。
御
側
之
仁
、
丹
州
は
重
き
病
気
に
て
中
々
本
服
成
り
難
き
躰
、
遣
さ

る
に
詮
無
き
事
と
申
さ
る
。
利
常
卿
御
笑
成
ら
れ
、
死
な
る
ゝ
に
依
て
遣
す

べ
し
と
の
事
也
迚
、
外
に
壱
腰
と
右
「
国
次
」、
光
甫
に
御
渡
遣
さ
る
。
光

碩
も
「
国
次
」
然
る
べ
し
と
申
に
付
遣
さ
る
。
昔
光
心
は
逢
坂
の
関
よ
り
東

に
て
脇
指
の
極
上
と
申
す
由
、
其
時
代
の
代
付
千
貫
也
。
何
れ
の
頃
か
百
枚

に
成
る
。
寛
文
二
、
稲
葉
美
濃
守
よ
り
来
る
。
三
千
貫
。

①
鳥
養
宗
慶
（
生
没
年
未
詳
）

　

史
料
（
に
よ
る
と
、「
鳥
飼
」
の
号
は
淀
川
の
中
流
、
摂
津
国
鳥
飼
の
土
豪
・

鳥
養
宗
慶
に
由
来
す
る
と
い
う
。
な
お
、「
鳥
飼
」
と
「
鳥
養
」
は
ほ
と
ん
ど
区

別
な
く
通
用
し
て
い
る
た
め
、
折
紙
や
刀
箱
、
刀
袋
に
み
え
る
名
称
を
重
視
し
て

本
刀
は
「
鳥
飼
来
国
次
」
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
宗
晣
が
「
鳥
養
」

と
自
署
す
る
こ
と
か
ら
、
鳥
養
氏
に
つ
い
て
は
こ
の
表
記
で
統
一
し
、
史
料
を
引

用
す
る
場
合
に
は
原
文
の
表
記
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

　

宗
慶
は
通
称
を
次
左
衛
門
と
い
い
、
隣
松
斎
と
号
し
た
尊
円
流
の
書
家
と
し
て

知
ら
れ
、
鳥
養
流
の
祖
と
さ
れ
る
。
岡
田
徯
志
の
『
摂
陽
群
談
』
巻
一
七
（
元
禄

十
一
〈
一
六
九
八
〉）
に
は
「
鳥
養
書
流　

同
（
嶋
上
）
郡
鳥
養
村
産
六
左
衛
門

書
始
る
の
手
蹟
一
流
な
り
。
因
て
能
書
の
数
に
入
て
世
に
学
之
」
と
あ
り
、
通
称

を
六
左
衛
門
と
し
て
い
る
。
高
槻
市
の
葉
間
家
に
伝
わ
る
宗
慶
の
書
状
に
は
、
こ

の
地
域
の
治
水
に
関
す
る
事
が
記
さ
れ）

5
（

、
鳥
飼
の
地
に
明
治
ま
で
存
在
し
た
淀
川

の
中
洲
「
宗
慶
島
」
や
摂
津
市
鳥
飼
中
の
小
字
「
宗
慶
」
に
名
前
を
残
す
。『
名

物
帳
』
に
よ
る
と
、
宗
慶
は
他
に
も
「
鳥
飼
（
養
）
国
俊
」
や
「
庖
丁
藤
四
郎
」

な
ど
の
名
物
刀
剣
を
所
有
し
た
と
い
う
。
土
豪
あ
る
い
は
書
家
が
名
物
と
称
さ
れ

る
刀
剣
を
複
数
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
今
か
ら
考
え
る
と
奇
異
に
映
る
も
の
の
、
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同
じ
頃
、
三
好
長
慶
（
一
五
二
二
〜
六
四
）
の
側
近
に
鳥
養
貞
長
（
兵
部
丞
、
生

没
年
未
詳
）
と
い
う
人
物
が
お
り
、
当
時
の
政
権
に
お
い
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る）

6
（

。
藤
本
箕
山
（
一
六
二
六
〜
一
七
〇
四
）
に
よ
る
人
名
録
『
顕

伝
明
名
録
』
に
は
「
宗
慶　

三
好
右
筆　

鳥
養
氏　

号
隣
松
斎
」
と
あ
り
、
宗
慶

も
三
好
家
の
右
筆
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
真
偽
は
不
明
な
が
ら
、
鳥
養

氏
が
時
の
権
力
者
で
あ
る
三
好
長
慶
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
名
刀
を
所
持
し
て
い

て
も
お
か
し
く
な
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
鳥
飼
の
地
は
淀

川
中
流
域
の
右
岸
に
あ
り
、
交
通
の
要
衝
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
同
地
に
は
「
黒

丸
城
址
」（
摂
津
市
鳥
飼
中
）
が
あ
り
、「
黒
廻
」・「
城
の
前
」・「
内
殿
」・「
地
殿
」

な
ど
の
小
字
が
残
る
。『
細
川
両
家
記
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
八
月
四
日
条

に
は「
三
好
方
衆
は
天
王
寺
迄
諸
陣
く
つ
ろ
け
ら
れ
候
。五
日
に
鳥
養
へ
帰
陣
也
」

と
あ
り
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
九
月
二
十
二
日
条
に
は
「
諸
軍
敗
軍
し
て
始

め
陣
所
天
満
森
へ
被
引
退
候
…
然
所
に
鳥
養
邑
に
て
御
談
合
あ
り
」
な
ど
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
、当
時
何
ら
か
の
軍
事
的
拠
点
が
設
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

一
方
、「
車
屋
本
」
と
称
さ
れ
る
金
春
流
の
謡
本
を
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
鳥
養
宗
晣
（
？
〜
一
六
〇
二
）
は
宗
慶
の
弟
子
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

通
称
を
与
十
郎
、
与
左
衛
門
と
い
い
、
竹
雲
軒
、
吟
松
軒
と
も
号
し
た
と
み
ら

れ
、
文
禄
三
年
以
前
に
道
晣
と
名
乗
り
は
じ
め
た
ら
し
い）

（
（

。『
堺
鑑
』（
貞
享
元
年

〈
一
六
八
四
〉）
に
紹
介
さ
れ
る
車
屋
道
説
な
る
人
物
は
、
内
容
か
ら
宗
晣
の
こ
と

と
思
わ
れ
、
車
屋
と
称
し
た
と
み
ら
れ
る
。

車
屋
道
説　

今
春
大
大
夫
の
弟
子
也
。
当
津
に
来
て
車
町
中
浜
に
住
し
て
、

家
流
の
中
よ
り
一
流
選
出
し
て
声
を
吟
じ
、
自
筆
に
し
て
板
に
彫
行
。
車
屋

本
と
世
に
用
は
是
也
。元
は
七
十
五
番
な
る
を
、再
加
増
し
て
百
番
と
な
す
。

金
春
喜
勝
（
一
五
一
〇
〜
八
三
）
に
謡
を
学
び
、謡
本
の
執
筆
や
節
付
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
頃
に
は
関
白
秀
次
が
命
じ
た
『
謡

之
抄
』
編
纂
に
深
く
関
与
す
る
な
ど
、
秀
次
に
仕
え
て
厚
く
遇
さ
れ
た
。
史
料
（

ⓐ
に
は
「
鳥
飼
」
を
受
け
継
い
だ
息
子
の
与
兵
衛
が
秀
次
に
献
上
し
た
と
あ
る
の

も
、こ
の
よ
う
な
関
係
性
か
ら
首
肯
で
き
よ
う）

8
（

。
な
お
、与
兵
衛
に
つ
い
て
は
『
顕

伝
明
名
録
』に「
宗
精　

鳥
養
宗
慶
子
」と
あ
る
宗
精
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、

史
料
の
不
足
か
ら
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

②
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
八
〜
九
五
）

　

豊
臣
秀
次
は
秀
吉
の
姉
・
瑞
龍
院
日
秀
の
長
男
で
、
幼
少
期
に
も
と
浅
井
長
政

の
家
臣
で
あ
っ
た
宮
部
継
潤
の
人
質
か
ら
養
子
と
な
り
、
次
い
で
三
好
長
慶
の
叔

父
・
康
長
の
養
子
と
な
っ
て
そ
の
跡
を
継
い
だ
。
三
好
家
を
離
れ
た
の
は
羽
柴
姓

を
名
乗
り
は
じ
め
た
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
頃
と
み
ら
れ
る
。
同
十
九
年
に

は
関
白
に
就
任
し
、
秀
吉
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
か
に
み
え
た
も

の
の
、
淀
殿
が
秀
頼
を
生
む
と
文
禄
四
年
六
月
に
謀
反
の
疑
い
が
持
ち
上
が
り
、

翌
月
に
は
出
家
し
て
入
っ
た
高
野
山
で
切
腹
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

史
料
（
ⓐ
に
よ
る
と
、
秀
次
は
献
上
さ
れ
た
「
鳥
飼
」
を
一
時
紛
失
し
た
と
い

う
。
し
ば
ら
く
し
て
本
阿
弥
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
本
物
と
の
確
証
を
得
ら
れ

ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
分
家
の
光
甫
が
「
鳥
飼
」
で
あ
れ
ば
表
裏
帽
子
の
後
ろ

に
朽
ち
が
あ
る
と
言
い
、
特
徴
が
一
致
し
た
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
慶
長
六

年
（
一
六
〇
二
）
に
生
ま
れ
た
光
甫
で
は
時
期
が
合
わ
な
い
。
こ
の
時
の
出
来
事

と
思
わ
れ
る
逸
話
が
本
阿
弥
家
の
記
録
『
本
阿
弥
行
状
記
』
に
も
み
え
、
こ
こ
か

ら
光
甫
の
曾
祖
父
で
光
悦
の
父
・
光
二
（
一
五
二
三
〜
一
六
〇
三
）
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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史
料
（　
『
本
阿
弥
行
状
記
』
第
五
九
段

信
長
公
、
利
休
居
士
に
、
何
に
て
も
御
物
好
の
内
一
種
下
さ
る
べ
き
よ
し
仰

ら
れ
け
る
に
、
御
茶
の
御
道
具
を
ば
望
み
申
さ
ず
、
正
宗
の
御
脇
差
を
拝
領

仕
り
た
し
と
申
上
け
る
。則
ち
長
銘
の
正
宗
を
下
さ
れ
け
る
。「
宗
易
正
宗
」

と
て
大
坂
に
あ
り
。
こ
の
脇
差
の
拵
へ
を
（
本
阿
弥
）
光
徳
に
た
の
み
け
る

時
、
久
し
く
秘
蔵
し
て
持
た
る
と
て
、
町
買
に
し
た
る
古
鞘
を
緞
子
の
袋
に

入
れ
、
鞘
な
り
、
つ
か
な
り
、
此
ご
と
く
に
仕
度
と
申
越
け
る
。
一
門
の
者

ど
も
、
古
鞘
を
町
買
に
し
て
こ
れ
ほ
ど
秘
蔵
す
る
事
、
た
ぐ
ひ
な
き
人
間
な

り
、
と
い
ふ
と
こ
ろ
へ
光
二
来
り
、
手
に
取
て
、
是
は
我
が
仕
た
る
鞘
也
。

た
し
か
に
「
鳥
飼
国
次
」
の
鞘
な
る
べ
し
、
と
申
け
る
。
幸
ひ
（
豊
臣
）
秀

次
公
よ
り
「
鳥
飼
国
次
」
参
り
こ
れ
に
あ
り
と
て
、
光
徳
取
出
し
さ
し
て
み

れ
ば
そ
れ
也
。
則
つ
か
反
り
を
光
二
に
す
ら
せ
遣
は
し
け
れ
ば
、（
利
休
は
）

猶
々
美
事
な
り
と
て
大
に
悦
び
け
る
。

　

茶
人
と
し
て
知
ら
れ
る
千
利
休
（
一
五
二
二
〜
九
一
）
が
織
田
信
長
（
一
五
三
四

〜
八
二
）
よ
り
拝
領
し
た
短
刀
（「
宗
易
正
宗
」）
の
拵
え
製
作
を
本
阿
弥
光
徳

（
一
五
五
四
〜
一
六
一
九
）
に
依
頼
し
た
時
に
、
以
前
に
町
で
買
っ
た
古
鞘
を
見
せ

て
同
じ
よ
う
に
誂
え
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
。
こ
れ
を
見
た
光
二
が
か
つ
て
製
作

し
た「
鳥
飼
」の
鞘
で
あ
る
と
い
う
の
で
、偶
然
秀
次
よ
り
預
か
っ
て
い
た「
鳥
飼
」

を
合
わ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ぴ
っ
た
り
と
納
ま
っ
た
と
い
う
。
利
休
が
秀
吉
の
逆

鱗
に
触
れ
て
堺
に
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
天
正
十
九
年
二
月
以
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

③
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
〜
九
八
）

　

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
六
月
十
四
日
に
本
阿
弥
光
徳
が
秀
吉
の
蔵
刀
を
図
に

写
し
た
と
い
う
毛
利
本
の
「
光
徳
刀
絵
図
」（
防
府
毛
利
報
公
会
）
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
秀
次
は
「
鳥
飼
」
を
秀
吉
に
贈
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
た

だ
し
奥
書
に
安
芸
宰
相
（
毛
利
輝
元
）
の
所
望
に
よ
り
光
徳
が
贈
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
の
み
で
、そ
の
内
容
が
す
べ
て
秀
吉
の
蔵
刀
と
は
明
記
さ
れ
な
い
。な
お
、

文
禄
四
年
五
月
十
二
日
の
年
紀
を
有
す
る
大
友
本
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
二

月
二
十
二
日
の
慶
長
五
年
本
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
極
月
十
一
日
の
埋
忠
寿

斎
本
な
ど
他
の
「
光
徳
刀
絵
図
」
に
は
収
録
さ
れ
な
い）

9
（

。
ま
た
、小
瀬
甫
庵
の
『
太

閤
記
』（
寛
永
三
年
〈
一
六
二
六
〉
刊
）
末
尾
に
掲
載
さ
れ
る
秀
吉
の
遺
品
分
け
の

品
々
や
、
慶
長
五
〜
十
八
年
に
か
け
て
秀
吉
か
ら
秀
頼
が
受
け
継
い
だ
刀
剣
と
そ

の
贈
答
を
記
録
し
た
『
大
坂
御
腰
物
帳
』（
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
）
に
も
含
ま
れ

て
い
な
い
。
史
料
（
ⓑ
に
よ
る
と
こ
の
間
に
宇
喜
多
秀
家
に
下
賜
し
た
と
あ
る
。

④
宇
喜
多
秀
家
（
一
五
七
二
〜
一
六
五
五
）

　

秀
家
は
岡
山
城
主
・
宇
喜
多
直
家
の
次
男
で
、
天
正
十
年
に
家
督
を
相
続
し

た
。
秀
吉
の
寵
愛
を
受
け
、
の
ち
五
大
老
の
一
人
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
慶
長

五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
西
軍
の
主
力
と
な
る
が
、
小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
に

よ
り
壊
滅
、
島
津
家
を
頼
り
薩
摩
に
落
ち
の
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
十
一
年
に

幕
府
に
引
き
渡
さ
れ
て
八
丈
島
に
流
罪
と
な
り
、
約
五
十
年
を
同
地
で
過
ご
し
た

末
に
没
し
た
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
秀
家
が
「
鳥
飼
」
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
、『
徳

川
実
紀
』
に
収
録
さ
れ
た
諸
史
料
に
記
さ
れ
る
。

史
料
4　
『
東
照
宮
御
実
紀
』�

慶
長
八
年
八
月
二
十
七
日

（
上
略
）
こ
の
（
宇
喜
多
）
秀
家
は
関
ヶ
原
に
て
大
敗
せ
し
か
ば
、
伊
吹
山

に
逃
入
し
か
ど
も
、
従
卒
み
な
逃
失
て
せ
ん
か
た
な
く
、
や
う
や
う
と
饑
餲

を
忍
び
薩
摩
国
へ
落
く
だ
り
、
島
津
を
た
の
み
露
の
命
を
か
け
と
め
た
り
。
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（
中
略
）
そ
の
時
宇
喜
多
が
家
人
に
進
藤
三
左
衛
門
正
次
と
い
ふ
者
あ
り
。

か
れ
は
か
ね
て
し
ろ
し
め
さ
れ
し
か
ば
、
秀
家
が
踪
跡
を
尋
さ
せ
ら
れ
し

に
、
正
次
答
け
る
は
、
秀
家
敗
走
の
後
三
日
ば
か
り
し
た
が
ひ
し
か
ど
、
そ

の
後
は
主
従
別
れ
別
れ
に
か
く
れ
忍
び
て
行
衛
を
し
ら
ず
と
な
り
。
こ
れ
は

正
次
君
臣
の
義
を
重
ん
じ
、
其
隠
る
所
を
申
さ
ぬ
に
疑
な
し
と
て
、
か
へ
り

て
其
忠
志
を
感
ぜ
ら
れ
、
金
十
枚
を
給
ひ
御
旗
下
に
さ
し
留
ら
る
。
こ
の
時

秀
家
が
秘
蔵
せ
し
鳥
飼
国
次
の
脇
差
い
か
が
な
り
け
む
か
と
御
尋
あ
り
し

に
、
正
次
関
ヶ
原
の
辺
に
て
捜
得
て
奉
る
。（
下
略
）

合
戦
の
後
、
秀
家
の
家
人
・
進
藤
正
次
に
そ
の
行
方
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
三
日
ほ

ど
は
敗
走
を
共
に
し
た
が
、
そ
の
後
は
別
れ
別
れ
と
な
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
い
と

答
え
た
。
君
臣
の
義
を
貫
い
て
秀
家
の
行
き
先
を
隠
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
し

て
、む
し
ろ
そ
の
忠
義
に
よ
っ
て
褒
美
を
賜
り
、旗
本
と
し
て
仕
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
こ
の
時
、
秀
家
が
秘
蔵
す
る
「
鳥
飼
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

正
次
は
関
ヶ
原
の
辺
り
で
見
つ
け
出
し
て
献
上
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
逸
話
は
『
台
徳
院
御
実
紀
』
に
正
次
の
卒
伝
と
し
て
劇
的
に
記
さ
れ
る
。

史
料
5　
『
台
徳
院
御
実
紀
』
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
四
月
十
四
日

（
上
略
）こ
の（
進
藤
）正
次
は
始
め
宇
喜
多
黄
門
秀
家
が
臣
な
り
。
秀
家
関
ヶ

原
の
戦
に
打
負
て
、
近
江
伊
吹
山
に
逃
る
ま
で
正
次
供
せ
し
が
、
秀
家
に
、

さ
ら
ば
か
ね
て
秘
蔵
し
た
ま
ふ
鳥
飼
国
次
の
脇
差
を
下
さ
る
べ
し
。
そ
れ
が

し
関
東
方
の
御
陣
所
に
参
り
、
は
か
ら
ふ
旨
あ
り
と
申
す
。
そ
の
脇
差
を
請

と
り
泪
と
共
に
立
わ
か
れ
、
正
次
は
本
多
忠
勝
の
陣
に
参
り
、
そ
れ
が
し
秀

家
を
弑
し
此
脇
差
を
持
参
す
と
申
に
よ
り
、
忠
勝
披
露
し
、
其
脇
差
を
大
御

所
の
御
覧
に
そ
な
ふ
。
兼
々
し
ろ
し
め
す
品
な
れ
ば
疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

正
次
も
直
に
召
仕
は
る
べ
し
と
て
御
家
人
に
な
さ
る
。（
中
略
）
其
後
秀
家

が
薩
州
へ
逃
下
り
し
よ
し
露
顕
せ
し
と
き
、
正
次
が
偽
り
申
せ
し
事
を
糺
明

有
し
に
、
正
次
少
し
も
恐
れ
ず
、
最
前
そ
れ
が
し
が
申
上
し
は
、
秀
家
を
無

難
に
薩
州
へ
落
さ
ん
と
の
計
略
に
候
。
秀
家
薩
州
へ
さ
へ
下
着
候
う
へ
は
、

そ
れ
が
し
本
意
は
達
し
た
り
。
い
そ
ぎ
そ
れ
が
し
が
罪
を
た
ゞ
し
、
首
を
刎

ら
る
べ
し
と
申
。（
下
略
）

関
ヶ
原
か
ら
の
敗
走
の
途
中
、
正
次
は
秀
家
を
逃
が
す
た
め
に
「
鳥
飼
」
を
預
か

り
、こ
の
短
刀
で
秀
家
を
殺
し
た
と
東
軍
の
本
多
忠
勝
の
陣
へ
駆
け
込
ん
だ
。「
鳥

飼
」
を
見
た
家
康
は
有
名
な
品
で
あ
り
間
違
い
な
い
と
し
て
、
正
次
を
御
家
人
と

し
て
取
り
立
て
た
。
そ
の
後
、
秀
家
が
薩
摩
に
逃
げ
延
び
た
こ
と
が
露
顕
し
た
際

に
問
い
た
だ
さ
れ
た
も
の
の
、
正
次
は
ま
っ
た
く
恐
れ
ず
に
、
秀
家
を
無
事
落
ち

延
び
さ
せ
る
た
め
の
計
略
で
あ
り
、
薩
摩
ま
で
逃
げ
ら
れ
た
の
で
自
分
の
目
的
は

達
し
た
、
い
ま
す
ぐ
自
分
の
罪
を
糺
し
て
首
を
刎
ね
ら
れ
よ
と
述
べ
た
と
い
う
。

⑤
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
〜
一
六
一
六
）

　
　
　
頼
宣
（
一
六
〇
二
〜
七
一
）

　
　
　
秀
忠
（
一
五
七
九
〜
一
六
三
二
）

　

史
料
（
ⓒ
に
よ
る
と
、
家
康
は
「
鳥
飼
」
を
の
ち
に
紀
州
徳
川
家
初
代
と
な
る

十
男
の
頼
宣
へ
譲
っ
た
と
い
う
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
亡
く
な
っ
た
家

康
の
形
見
分
け
の
リ
ス
ト
を
記
し
た
『
駿
府
御
分
物
刀
剣
元
帳
』
に
は
掲
載
さ

れ
な
い
た
め）
（1
（

、
そ
れ
は
生
前
の
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）、
徳
川
秀
忠
が
弟
頼
宣
の
屋
敷
に
赴
い
た
際
の
贈
答
品
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
鳥
飼
」
が
記
さ
れ
、
頼
宣
か
ら
秀
忠
へ
と
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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史
料
6　
『
大
猷
院
御
実
紀
』
寛
永
元
年
正
月
廿
三
日

大
御
所
（
秀
忠
）
け
ふ
紀
伊
中
納
言
頼
宣
卿
の
邸
に
臨
駕
あ
り
。（
中
略
）

御
成
書
院
に
て
七
五
三
の
御
祝
二
献
の
時
に
、
鳥
飼
国
次
の
脇
差
、
郷
義
弘

の
刀
、
国
次
の
脇
差
献
ぜ
ら
れ
（
下
略
）

⑥
前
田
利
常
（
一
五
九
四
〜
一
六
五
八
）

　

史
料
（
ⓒ
に
よ
る
と
「
鳥
飼
」
は
そ
の
後
、
加
賀
藩
主
・
前
田
利
常
が
拝
領
し

た
と
い
う
。
そ
の
詳
細
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

の
記
述
よ
り
、
寛
永
九
年
に
秀
忠
が
亡
く
な
る
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

史
料
（　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
一
〇
三
一

前
田
利
常

（
上
略
）（
寛
永
）九
年
台
徳
院
の
御
遺
物
後
藤
正
宗
の
御
刀
を
た
て
ま
つ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
利
常
参
勤
の
お
り
か
ら
、
郷
の
御
刀
、
富
田
郷
の
御
刀
、
鳥

飼
国
次
の
御
脇
指
、
貞
宗
朱
判
の
御
中
脇
指
、
戸
川
来
国
次
の
御
脇
指
、
木

の
目
肩
衝
の
茶
入
、
定
家
筆
八
重
葏
の
色
紙
を
た
ま
ふ
。

　

さ
ら
に
史
料
（
ⓓ
に
は
、
稲
葉
正
勝
が
病
床
に
あ
る
時
、
慰
み
に
「
鳥
飼
」
と

も
う
一
口
を
贈
っ
た
と
あ
る
。
側
近
が
「
重
い
病
気
で
回
復
は
難
し
い
そ
う
な
の

で
、
贈
り
物
を
し
て
も
仕
方
な
い
の
で
は
」
と
申
し
上
げ
た
が
、
利
常
は
笑
っ
て

「
死
ぬ
か
ら
贈
る
の
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

⑦
稲
葉
正
勝
（
一
五
九
七
〜
一
六
三
四
）

　

稲
葉
正
勝
は
母
･
春
日
局
が
三
代
将
軍
家
光
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
小
姓

と
し
て
仕
え
、
寛
永
元
年
に
は
常
陸
・
柿
岡
藩
一
万
石
を
賜
り
、
丹
後
守
に
任
じ

ら
れ
た
。
同
四
年
に
は
父
・
正
成
の
遺
領
で
あ
る
下
野
・
真
岡
藩
四
万
石
を
継
承

し
、
さ
ら
に
同
九
年
、
相
模
・
小
田
原
藩
八
万
五
千
石
に
転
ず
る
異
例
の
出
世
を

遂
げ
た
。
前
田
利
常
と
は
年
齢
も
近
く
、
こ
の
逸
話
か
ら
は
両
者
に
親
し
い
交
友

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
利
常
の
側
近
が
危
惧
し
た
通
り
正
勝

は
回
復
せ
ず
、寛
永
十
一
年
正
月
二
十
五
日
、三
十
八
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

江
戸
の
養
源
寺
に
葬
ら
れ
、法
名
を
「
紹
太
道
号
古
隠
養
源
寺
」
と
い
う
。
ま
た
、

伏
見
の
稲
葉
神
社
に
伝
わ
る
文
書
に
は
、
辞
世
の
詩
歌
が
記
さ
れ
る
。

史
料
8　
「
上
（
稲
葉
正
勝
覚
）」（
稲
葉
神
社
所
蔵
文
書
）

一　

同
（
寛
永
）
十
一
甲
戌
年
正
月
廿
五
日
酉
の
下
刻
、
病
気
終
に
快
気
を

得
ず
卒
去
す
。
歳
三
十
八
。
法
名
「
紹
太
道
号
古
隠
養
源
寺
」
と
号
す
。
武

州
江
戸
湯
嶋
切
通
・
養
源
寺
に
於
て
葬
る
。
遺
言
を
為
す
に
依
り
、
京
都
大

徳
寺
に
於
て
八
塔
を
立
つ
。
此
の
八
塔
中
絶
の
由
、
江
月
和
尚
申
せ
ら
る
に

依
て
こ
れ
を
建
立
す
。

辞
世
に
曰
く
、

　
　

三
十
八
年
一
夢
茫
然

　
　

無
心
来
去
白
雲
晴
天

　
　

武
蔵
野
の
花
の
さ
か
り
て
帰
る
な
り

　
　

雲
井
の
雁
の
明
ほ
の
の
雲

　
『
名
物
帳
』
に
は
本
阿
弥
家
七
代
の
光
心
が
「
逢
坂
の
関
よ
り
東
に
て
極
上
」

と
述
べ
た
と
伝
え
る
も
の
の
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
没
し
た
光
心
の
時
代

に
「
鳥
飼
」
は
畿
内
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
家
康
が
入
手
し
て
以
降
の
別
人
に

よ
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
に
銀
千
貫
の
評
価
を
得
る
と
、
後
に
大
判
金
百
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枚
（
二
千
貫
）
に
上
が
り
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
稲
葉
美
濃
守
（
正
勝
の

嫡
子
・
正
則
）
か
ら
の
依
頼
で
発
給
し
た
折
紙
で
は
三
千
貫
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
鳥
飼
」
の
来
歴
と
し
て
『
名
物
帳
』
が
記
す
の
は
こ
こ
ま
で
で
あ
り
、
所
有

者
も
「
稲
葉
丹
後
守
」
と
す
る
。
し
か
し
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
二
月
三

日
付
け
の
折
紙
と
と
も
に
本
刀
に
付
属
す
る
某
年
九
月
三
十
日
付
け
本
阿
弥
琳
雅

の
「
本
阿
弥
留
帳
写
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
に
本
阿
弥
家
に
「
鳥
飼
」
を
持
ち
込

ん
だ
の
は
細
川
綱
利
（
一
六
四
三
〜
一
七
一
四
）
で
あ
っ
た
。

史
料
9　

某
年
九
月
三
十
日
付
「
本
阿
弥
留
帳
写
」

鳥
飼
来
国
次
之
折
紙
留
帳
之
写

細
川
越
中
守
殿
よ
り

一
金
百
七
拾
五
枚　

鳥
飼
来
国
次

　

�

七
寸
九
分
半
、
両
方
帽
子
の
上
り
厚
く
染
む
、
ま
ち
よ
り
壱
寸
程
上
刃
の

上
に
小
さ
き
菖
蒲
折
あ
り
、
表
先
よ
り
三
寸
余
り
下
平
面
に
朽
あ
り
、
裏

鎺
下
地
中
朽
あ
り
、
右
寛
文
二
年
稲
葉
美
濃
守
殿
よ
り
来
り
、
百
五
拾
枚

之
折
紙
あ
り
、

右
宝
永
二
年
極
月
之
折
紙
留
帳
ニ
記
載
御
座
候
ニ
付
証
明
致
し
候

　

�

追
て
此
折
紙
ハ
細
川
家
よ
り
籠
手
切
江
と
共
に
稲
葉
家
へ
被
戻
候
も
の
に

御
座
候
や

九
月
三
十
日　
　
　

本
阿
弥
琳
雅
（
花
押
）

　

一
方
、
当
研
究
所
に
は
も
う
一
口
稲
葉
家
伝
来
の
名
物
刀
剣
と
し
て
、
本
阿
弥

家
に
よ
っ
て
郷（
江
）義
弘
の
作
と
極
め
ら
れ
た「
籠
手
切
郷
」を
所
蔵
し
て
い
る
。

茎
に
「
コ
テ
切　

義
弘　

本
阿
（
花
押
）」
の
金
象
嵌
銘
と
「
稲
葉
丹
後
守
所
持

之
」
の
銀
象
嵌
銘
を
入
れ
、
花
押
が
本
阿
弥
家
十
一
代
当
主
光
温
（
一
六
〇
三
〜

六
七
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
葉
丹
後
守
は
正
勝
を
指
す
。
名
物
帳
Ⅱ
類

に
は
「
寛
文
二
年
百
枚
、
其
後
細
川
越
中
守
殿
へ
行
。
細
川
殿
よ
り
来
、
百
参
拾

枚
に
成
。
又
稲
葉
殿
へ
戻
り
享
保
四
に
来
、
右
の
代
に
成
」
と
あ
り
、
現
在
、
宝

永
二
年
十
二
月
三
日
付
「
代
金
子
百
参
拾
枚
」、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
二

月
三
日
付
「
代
金
子
弐
百
枚
」
の
折
紙
と
、
そ
れ
を
保
証
す
る
大
正
七
年
三
月

十
九
日
付
の
本
阿
弥
琳
雅
「
留
帳
写
」
が
付
属
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
鳥
飼
来
国
次
」
と
「
籠
手
切
郷
」
は
ど
ち
ら
も
寛
文
二
年
に
稲
葉

家
か
ら
、
宝
永
二
年
に
細
川
家
か
ら
鑑
定
に
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
に

稲
葉
家
か
ら
細
川
家
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
は
じ
め
は
寛
文
二
年
を
さ
ほ

ど
下
ら
な
い
時
期
に
贈
答
し
た
と
考
え
た
が
、
上
森
岱
乗
氏
が
紹
介
し
た
「
稲
葉

家
蔵
刀
目
録
」
に
よ
る
と
「
籠
手
切
郷
」
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
十
一
月

二
十
一
日
、「
鳥
飼
来
国
次
」
は
同
三
年
七
月
晦
日
に
稲
葉
正
則
か
ら
正
往
に
譲

ら
れ
た
と
あ
り
、
折
紙
発
給
か
ら
約
二
十
年
後
の
時
点
で
稲
葉
家
に
所
在
し
て
い

た
こ
と
と
な
る）
（（
（

。
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
上
森
氏
は
記
し
て
お
ら
ず
確
認
が
取
れ

な
い
も
の
の
、「
泰
応
公（
稲
葉
正
則
）年
譜
」に
は
天
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
、

正
往
（
正
通
）
が
新
た
に
領
知
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
御
礼
の
た
め
、
父

正
則
と
と
も
に
江
戸
城
へ
登
城
し
た
際
、「
籠
手
切
郷
」
を
譲
り
与
え
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
る）
（1
（

。

史
料
（0　
「
泰
応
公
年
譜
」
天
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条

御
登
城
、
正
通
公
新
知
并
御
役
儀
の
御
礼
、
御
座
之
間
に
於
い
て
こ
れ
を
仰

上
る
。
同
日
、
正
勝
公
よ
り
御
譲
を
受
け
ら
れ
候
中
脇
指
《
郷
義
弘
作　

籠

手
切
ト
云
》・
猩
々
緋
御
小
馬
験
、
正
通
公
へ
御
譲
与
こ
れ
有
り
。

　
「
鳥
飼
」
に
つ
い
て
も
、
稲
葉
神
社
所
蔵
文
書
中
の
「
永
代
日
記
書
抜
追
加
」
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に
正
則
か
ら
正
往
へ
の
刀
剣
類
相
続
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

史
料
（（　
「
永
代
日
記
書
抜
追
加
」
天
和
三
年
七
月
晦
日
条

一　
�

正
通
公
に
御
道
具
品
々
御
譲
被
遊
付
後
藤
勘
兵
衛
并
御
腰
物
役
井
上
□

衛
門
御
先
達
よ
り
持
来
之
御
目
録
写
之
置

　
　
　

大
猷
院
様
よ
り
御
拝
領

　
　
　
　

御
小
脇
指　

一
腰　

来
国
光

　
　
　

厳
有
院
様
よ
り
御
拝
領

　
　
　
　

御
刀　
　
　

一
腰　

久
国

　
　
　

当
上
様
よ
り
御
拝
領

　
　
　
　

御
刀　
　
　

一
腰　

包
永

　
　
　

若
君
様
よ
り
御
拝
領

　
　
　
　

御
刀　
　
　

一
腰　

宗
吉

　
　
　

正
勝
公
よ
り
御
譲

　
　
　
　
御
小
脇
指
　
一
腰
　
鳥
飼
国
次

　
　
　
　

御
目
貫　
　

一
具　

祐
乗
作
赤
銅
二
疋
連
獅
子

　
　
　
　
　
　

是
ハ
一
具
之
外　

松
平
肥
前
守
様
（
鍋
島
）
よ
り
来

　
　
　
　

御
小
柄　
　

一
本　

�

赤
銅
二
疋
連
獅
子
、
是
ハ
祐
乗
作
ノ
目
貫
ノ

写
、
後
藤
程
乗
作

　

以
上
よ
り
、
こ
の
二
口
は
天
和
三
年
八
月
以
降
に
稲
葉
家
か
ら
細
川
家
に
贈
ら

れ
、
宝
永
二
年
十
二
月
か
ら
享
保
三
年
十
二
月
の
間
に
稲
葉
家
に
戻
さ
れ
た
と
推

測
で
き
る
。
贈
答
の
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
宝
永
四
年
に
稲
葉
正
往
、
正
徳
二
年
に
は
細
川
綱
利

が
隠
居
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
こ
の
二
人
一
代
の
間
の
み
二
刀
が
細
川
家
に
あ
っ
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

稲
葉
家
は
正
往
の
嫡
子
・
正
知
（
一
六
八
五
〜
一
七
二
九
）
の
代
、
享
保
八
年

に
下
総
・
佐
倉
藩
か
ら
山
城
・
淀
藩
に
移
る
と
、
以
降
は
転
封
さ
れ
る
こ
と
な
く

明
治
を
迎
え
た
。大
正
七
年
三
月
十
八
日
、稲
葉
家
の
蔵
品
売
立
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
鳥
飼
来
国
次
」
は
刀
剣
商
・
古
川
詮
吉
ら
が
高
値
で
落
札
し
、
そ
の
後
、
杉
原

祥
造
の
手
を
経
て
川
口
家
の
所
有
に
帰
し
た）
（1
（

。
一
方
、
新
潟
の
円
山
琢
左
衛
門
が

競
り
落
と
し
た
「
籠
手
切
郷
」
は
、
昭
和
六
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
円
山
家
の
売
立

に
再
び
出
品
さ
れ
、そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
黒
川
幸
七
が
入
手
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

十
七
世
紀
半
ば
か
ら
二
百
五
十
年
間
と
も
に
時
代
を
経
た
二
振
の
刀
は
こ
こ
で

離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
た
が
、
一
世
紀
を
経
て
当
研
究
所
で
再
び
巡
り
会
う
こ
と
と

な
っ
た
。
二
〇
一
七
年
の
秋
季
展
観
で
は
二
刀
を
並
べ
て
披
露
し
、
多
く
の
方
に

鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
末
永
く
守
り
伝
え
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
研
究

資
料
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

2
．
脇
指　

額
銘　

国
俊

　
　
　

刃
長　

54
・
9
㎝（
一
尺
八
寸
一
分
）　　

茎
長　

（6
・
（
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
（
㎝　
　

反
り　

0
・
8
㎝　
　

重
さ　

4
7
3
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
8
㎝　
　
（
先
）　

（
・
（
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
（
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
切
尻（
大
磨
上
げ
）、
目
釘
孔
（

　
　

【
付
属
品
】

　
　
　

黒
蠟
色
塗
短
冊
形
金
蒔
絵
脇
指
拵
、
茶
地
葵
紋
唐
草
文
様
金
襴
刀
袋

　

当
初
は
太
刀
で
あ
っ
た
も
の
を
、
も
と
の
茎
が
残
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
磨
り
上
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げ
、「
国
俊
」
の
銘
の
み
長
方
形
に
切
り
取
っ
て
差
表
に
嵌
め
込
む
。
現
状
は
か

な
り
浅
い
反
り
と
な
る
も
の
の
、
こ
れ
は
大
き
く
姿
を
変
え
た
結
果
と
も
考
え
ら

れ
る
。
表
裏
の
棒
樋
は
現
状
の
鎺
の
位
置
で
搔
き
流
し
て
お
り
、
磨
り
上
げ
た
後

に
彫
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

国
俊
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
京
都
で
活
動
し
た
来
派
の
刀
工
で
、「
来
国
俊
」
の

三
字
銘
を
刻
む
刀
工
と
は
別
人
説
が
あ
る
。二
字
国
俊
に
は「
太
刀　

銘　

国
俊
」

（
東
京
国
立
博
物
館
、重
要
文
化
財
）、「
小
太
刀　

銘　

国
俊
」（
名
物
鳥
養
国
俊
、

徳
川
美
術
館
）
な
ど
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
来
国
俊
が
直
刃
に
小
乱
れ
交
じ
り
の

お
と
な
し
い
作
風
な
の
に
対
し
て
、
二
字
国
俊
は
直
刃
に
丁
子
乱
れ
を
交
え
た
華

や
か
な
作
風
と
さ
れ
る
。
本
刀
は
幅
の
狭
い
直
刃
と
な
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
前

者
に
近
い
特
徴
を
有
す
る
。

　

金
蒔
絵
で
彩
っ
た
華
や
か
な
拵
が
付
属
し
、
鞘
に
あ
し
ら
っ
た
短
冊
形
に
は
次

の
よ
う
な
歌
と
詞
書
を
記
す
。

久
し
く
加
賀
に
あ
り
て
後
み
や
こ
に
／
の
ほ
り
た
る
に
お
も
ひ
か
け
す
／
御

門
辺
に
め
し
い
た
さ
れ
て
い
と
も
／
か
こ
き
御
つ
る
き
と
も
を
見
さ
た
め
て

／
み
さ
や
に
そ
の
よ
し
か
き
し
る
し
て
奉
る
へ
き
／
み
こ
と
の
り
か
う
ふ
り

／
こ
と
は
て
て
も
の
あ
ま
た
た
ま
は
り
た
る

　
　

大
君
の
み
め
く
み
ふ
か
き
は
る
に
あ
ひ
て

　
　
　
　

ゆ
き
の
下
草
も
え
い
て
に
け
り　
　

長
識

　

加
賀
藩
に
仕
え
た
本
阿
弥
光
山
家
の
長
識（
一
八
二
六
〜
九
三
）は
明
治
二
年
、

宮
内
省
に
設
け
ら
れ
た
御
剣
係
を
拝
命
し
て
お
り
、
そ
の
任
を
果
た
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

3
．
太
刀　

銘　

来
国
光

　
　
　

刃
長　

（（
・
9
㎝（
二
尺
三
寸
七
分
）　　

茎
長　

（9
・
9
㎝

　
　
　

鋒
長　

4
・
0
㎝　
　

反
り　

（
・
（
㎝　
　

重
さ　

7
4
3
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
（
㎝　
　
（
先
）　

（
・
4
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
6
㎝　
　
（
先
）　

0
・
5
㎝

　
　
　

�

鎬
造
、
庵
棟
、
刃
上
り
栗
尻（
（5
㎝
弱
磨
上
げ
）、
目
釘
孔
（
、
表
棒
樋
丸

止
め
、
裏
棒
樋
丸
止
め
に
腰
樋

　

や
や
深
い
中
反
り
の
太
刀
で
、
銘
が
茎
尻
近
く
に
あ
り
、
錆
の
様
態
や
樋
を
止

め
る
位
置
な
ど
か
ら
、
（5
㎝
近
く
磨
り
上
げ
た
と
み
ら
れ
る
。
白
鞘
に
「
金
子

二
百
枚
」
と
の
墨
書
が
あ
る
も
の
の
、
折
紙
等
は
付
属
し
な
い
。

　

来
国
光
は
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
動
し
た
山
城
国
来
派
の

刀
工
で
、国
俊
の
子
と
い
う
。
嘉
暦
二
年（
一
三
二
七
）の
年
紀
を
有
す
る
太
刀（
東

京
国
立
博
物
館
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
優
品
が
知
ら
れ
、
国
俊
よ
り
も
豪
壮

な
作
風
で
、
乱
れ
刃
主
体
の
沸
の
強
い
作
が
多
い
と
さ
れ
る
。
本
作
も
近
い
特
徴

を
有
し
、
刃
中
に
は
砂
流
し
が
か
か
る
。

4
．
太
刀　

銘　

国
宗

　
　
　

刃
長　

（（
・
0
㎝（
二
尺
三
寸
四
分
）　　

茎
長　

（8
・
5
㎝

　
　
　

鋒
長　

4
・
（
㎝　
　

反
り　

（
・
（
㎝　
　

重
さ　

6
8
5
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
0
㎝　
　
（
先
）　

（
・
（
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
5
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
刃
上
り
栗
尻（
（0
㎝
弱
磨
上
げ
）、
目
釘
孔
4
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【
付
属
品
】

　
　
　
　

茶
地
葵
紋
唐
草
文
様
金
襴
刀
袋

　
　
　
　

宝
永
三
年
十
二
月
三
日
付
本
阿
弥
光
忠
「
代
金
子
弐
拾
枚
」
折
紙

　
　
　
　

明
治
三
十
六
年
五
月
三
十
日
付
本
阿
弥
成
善
「
折
紙
写
」

　
　
　
　

�
某
年
九
月
十
七
日
付
本
阿
弥
政
之
丞
（
文
良
）・
喜
三
二
（
長
根
）・
栄

次
郎
（
成
章
）
折
紙
鑑
定
書

　

国
宗
は
鎌
倉
時
代
に
備
前
国
福
岡
庄
吉
井
ま
た
は
新
田
庄
和
気
で
活
動
し
た
と

さ
れ
る
刀
工
で
、
備
前
三
郎
と
称
さ
れ
る
。
後
鳥
羽
上
皇
に
召
し
出
さ
れ
て
上
京

し
た
と
の
説
や
、
幕
府
の
命
で
鎌
倉
へ
下
向
し
、
相
州
鍛
冶
の
基
礎
を
築
い
た
と

も
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
定
か
で
は
な
い
。
丁
子
乱
れ
の
刃
文
が
元
大
き
く
、
先
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
小
さ
く
な
る
と
さ
れ
る
。

　

本
品
は
銘
の
位
置
か
ら
判
断
す
る
と
、
（0
㎝
弱
ほ
ど
磨
り
上
げ
た
と
み
ら
れ
、

他
の
国
宗
作
と
比
較
す
る
と
鋒
が
大
き
く
、
製
作
年
代
が
下
が
る
可
能
性
も
あ

る
。
銘
も
他
よ
り
や
や
大
き
く
、
彫
り
が
深
く
見
え
る
こ
と
か
ら
、
資
料
性
に
つ

い
て
は
詳
し
い
比
較
検
討
を
経
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

付
属
す
る
本
阿
弥
成
善
（
の
ち
琳
雅
）
に
よ
る
「
折
紙
写
」（
本
阿
弥
留
帳
写
）

に
「
稲
葉
丹
後
守
殿
よ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
永
三
年
時
点
で
稲
葉
家
の

所
有
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
は

み
な
い
。「
折
紙
写
」
の
宛
名
は
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
実
業
家
・
天
春
文
衛

（
一
八
四
七
〜
一
九
二
七
）
と
な
っ
て
お
り
、
同
氏
の
旧
蔵
品
と
み
ら
れ
る
。

5
．
太
刀　

銘　

貞
真

　
　
　

刃
長　

69
・
（
㎝（
二
尺
二
寸
八
分
半
）　　

茎
長　

（9
・
0
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
（
㎝　
　

反
り　

（
・
（
㎝　
　

重
さ　

6
4
5
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
（
㎝　
　
（
先
）　

（
・
（
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
5
㎝　
　
（
先
）　

0
・
（
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
ほ
と
ん
ど
切
尻（
（
〜
8
㎝
磨
上
げ
）、
目
釘
孔
（

　
　

【
付
属
品
】

　
　
　

黒
蠟
色
塗
打
刀
拵

　

先
に
か
け
て
細
く
、
鋒
を
小
さ
く
作
る
。
茎
の
な
か
ほ
ど
か
ら
尻
側
に
か
け
て

深
く
な
る
錆
の
様
態
と
銘
の
位
置
か
ら
、
（
〜
8
㎝
ほ
ど
磨
り
上
げ
た
と
み
ら
れ

る
。
鎬
筋
を
中
心
に
地
肌
が
粗
く
は
っ
き
り
見
え
る
部
分
が
あ
る
。
細
か
な
丁
子

ま
じ
り
の
乱
れ
刃
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
沸
が
つ
く
。

　

貞
真
は
備
前
国
の
福
岡
一
文
字
派
の
刀
工
で
、
助
房
の
弟
子
（『
長
享
銘
尽
』）

と
も
宗
長
の
子
（『
古
今
銘
尽
』）
と
も
伝
え
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
活
動
し
た
と
み

ら
れ
る
。
久
留
米
藩
主
有
馬
家
伝
来
の
太
刀（
東
京
国
立
博
物
館
、重
要
文
化
財
）

な
ど
が
知
ら
れ
る
。

6
．
刀　

銘　

山
城
国
東
山
住
梅
忠
伝
三
郎
大
江
美
平
作
之

　
　
　
　
　
　

明
暦
二
年
八
月
吉
日

　
　
　

刃
長　

64
・
（
㎝（
二
尺
一
寸
二
分
）　　

茎
長　

（9
・
8
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
8
㎝　
　

反
り　

（
・
0
㎝　
　

重
さ　

6
0
1
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
0
㎝　
　
（
先
）　

（
・
0
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
（
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
刃
上
栗
尻
、
目
釘
孔
（
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美
平
は
江
戸
前
期
の
京
で
活
動
し
た
刀
工
で
、
埋
忠
明
寿
の
弟
子
と
さ
れ
る
。

伝
三
郎
と
称
し
、
大
江
姓
を
称
し
た
。
直
刃
に
逆
が
か
っ
た
互
の
目
乱
れ
を
交
え

た
刃
文
を
焼
く
と
さ
れ
る
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
年
紀
を
有
す
る
本
刀
に

は
、
表
裏
と
も
に
搔
き
流
し
の
棒
樋
と
添
え
樋
を
彫
り
、
茎
に
は
横
方
向
の
鑢
目

を
入
れ
る
。「
梅
忠
」
と
刻
む
場
合
は
偽
銘
が
多
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
料

性
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

白
鞘
に
は
「
梅
忠
美
平
造
之　

珍
品
反
求
堂
愛
刀
之
内　

大
正
甲
子
春
記
」
と

の
鞘
書
が
あ
り
、
弓
術
家
・
石
崎
長
久
（
一
八
一
九
〜
八
六
）
の
愛
刀
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
長
久
は
明
治
十
九
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
十
三

年
に
記
さ
れ
た
鞘
書
は
後
の
所
有
者
が
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

7
．
刀　

銘　

出
羽
国
大
慶
庄
司
直
胤
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

於
日
本
大
城
下
作
之

　
　
　

刃
長　

6（
・
（
㎝（
二
尺
九
分
）　　

茎
長　

（9
・
（
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
4
㎝　
　

反
り　

（
・
0
㎝　
　

重
さ　

5
3
4
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
0
㎝　
　
（
先
）　

（
・
0
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
5
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
刃
上
栗
尻
、
目
釘
孔
（

　

直
胤
（
一
七
七
八
？
〜
一
八
五
七
）
は
山
形
藩
の
鎌
鍛
冶
の
家
に
生
ま
れ
、
姓

を
荘
司
、
通
称
を
箕
兵
衛
と
い
い
、
大
慶
、
格
物
道
人
と
号
し
た
。
江
戸
へ
出
て

水
心
子
正
秀
に
学
び
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
頃
に
山
形
藩
主
秋
元
家
に
召
し

抱
え
ら
れ
た
。
は
じ
め
筑
前
大
掾
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
美
濃
介
を
受
領

し
た
。
各
伝
を
巧
み
に
こ
な
す
た
め
、
作
風
は
多
岐
に
わ
た
る
。
本
刀
の
銘
は
花

押
が
伸
び
や
か
さ
を
欠
い
て
お
り
、
資
料
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

　
「
長
船
住
光
忠　

慶
応
二
年
春
鞘
替
造　

直
胤
（
花
押
）」
と
の
鞘
書
が
あ
り
、

異
な
る
刀
剣
の
鞘
で
あ
っ
た
も
の
を
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
本
刀
に
流
用
し

た
と
み
ら
れ
る
。

8
．
刀　

銘　

荘
司
次
郎
太
郎
藤
原
直
勝

　
　
　
　
　
　

嘉
永
六
年
二
月
日

　
　
　

刃
長　

68
・
（
㎝（
二
尺
二
寸
五
分
）　　

茎
長　

（0
・
0
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
6
㎝　
　

反
り　

（
・
8
㎝　
　

重
さ　

7
0
9
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
0
㎝　
　
（
先
）　

（
・
（
㎝

　
　
　

重
ね（
元
）　

0
・
6
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
栗
尻
、
目
釘
孔
（

　

直
勝
（
一
八
〇
六
〜
五
八
）
は
江
戸
で
大
慶
直
胤
に
学
び
、
後
に
そ
の
女
婿
と

な
り
一
門
を
支
え
た
。師
と
同
じ
く
秋
元
家
に
仕
え
、下
谷
に
居
住
し
た
と
い
う
。

作
風
に
は
相
州
伝
と
備
前
伝
が
あ
り
、
直
胤
に
比
肩
し
う
る
実
力
と
目
さ
れ
る
。

　

本
刀
は
比
較
的
晩
年
に
あ
た
る
嘉
永
六
年
の
年
紀
を
有
し
、
し
き
り
に
砂
流
し

や
金
筋
、
飛
焼
の
入
る
相
州
伝
の
作
風
と
す
る
。

9
．
刀　

無
銘

　
　
　

刃
長　

66
・
（
㎝（
二
尺
一
寸
八
分
）　　

茎
長　

（8
・
5
㎝

　
　
　

鋒
長　

（
・
（
㎝　
　

反
り　

（
・
（
㎝　
　

重
さ　

6
0
3
g

　
　
　

幅　
（
元
）　

（
・
0
㎝　
　
（
先
）　

（
・
0
㎝
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重
ね（
元
）　

0
・
5
㎝　
　
（
先
）　

0
・
4
㎝

　
　
　

鎬
造
、
庵
棟
、
切
尻
、
目
釘
孔
（

　

反
り
の
浅
い
無
銘
の
刀
で
、
茎
の
錆
の
様
態
と
二
つ
あ
る
目
釘
孔
の
位
置
か

ら
、
5
〜
6
㎝
程
度
磨
り
上
げ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
き
な
の
た
れ
刃
に
互
の
目
が

交
じ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
小
さ
く
飛
焼
が
入
る
。
刃
中
に
は
し
き
り
に
砂
流
し

や
金
筋
が
か
か
る
。

10
．
黒
蠟
色
塗
脇
指
拵　
　

長
6（
・
5
㎝

　

鞘
を
黒
蠟
色
塗
と
し
た
脇
指
用
の
拵
え
で
、
柄
は
黒
鮫
皮
に
藍
革
を
巻
く
。
頭

を
黒
い
角
製
、
縁
を
無
文
の
赤
銅
魚
々
子
地
と
し
、
赤
銅
磨
地
の
鐔
は
切
込
木
瓜

形
に
作
る
。
金
で
彩
っ
た
桐
紋
を
あ
し
ら
う
三
所
物
（
目
貫
・
笄
・
小
柄
）
も
赤

銅
製
と
す
る
。
鐔
・
刀
装
具
は
す
べ
て
無
銘
で
あ
る
。

11
．
青
銅　

剣　
　

全
長
59
・
0
㎝　

身
厚
（
・
0
㎝　

重
さ
8
3
2
g

　

形
状
は
中
国
戦
国
時
代
後
期
の
形
式
と
み
ら
れ
る
剣
で
、
側
面
に
鋳
型
の
合
わ

せ
目
に
生
じ
る
バ
リ
が
あ
り
、
柄
と
刀
身
が
鐔
に
あ
た
る
「
格
」
と
と
も
に
一
度

に
鋳
造
さ
れ
る
。
柄
の
頭
に
は
円
盤
状
の
「
剣
首
」
を
設
け
、
な
か
ほ
ど
に
や
や

小
さ
く
二
つ
の
「
箍
（
た
が
）」
を
巡
ら
せ
る
。
全
体
に
黒
い
漆
状
の
も
の
を
塗

布
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
人
為
的
に
磨
き
落
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
刃
に
小
さ
な
欠

け
が
あ
る
ほ
か
に
は
目
立
っ
た
腐
食
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
柄
を
持
つ
と
ず
っ
し
り

と
重
く
感
じ
る
。
簡
易
的
に
お
こ
な
っ
た
蛍
光
X
線
分
析
で
は
錫
が
約
（0
％
検
出

さ
れ
、
鉛
は
5
％
未
満
で
あ
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
形
状
や
製
作
法
に
あ
き
ら
か
な

矛
盾
は
な
い
も
の
の
、
近
代
の
倣
古
品
で
あ
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。
今
後
確

か
な
発
掘
品
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

註（（
）�　

本
間
順
治
（
監
修
）・
広
井
雄
一
（
編
）『
日
本
刀
重
要
美
術
品
全
集
』（
青
賞
社
、

一
九
八
五
年
）。

（
（
）�　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
発
行
の
尼
崎
藩
銀
札
に
引
請
人
と
し
て
「
鍋
屋
平
三
郎
」
と

あ
り
（『
若
林
泰
所
蔵
資
料
Ⅰ
図
録
兵
庫
の
古
紙
幣
』、
若
林
泰
氏
を
偲
ぶ
会
、
一
九
九
一

年
）、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
七
）
に
は
株
立
て
を
出
願
し
た
干
鰯
屋
と
し
て
大
物

町
の
「
鍋
屋
平
三
郎
」
が
み
え
る
（『
尼
崎
市
史
』
二
、
尼
崎
市
役
所
、
一
九
六
八
年
、

七
四
三
頁
参
照
）。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
古
文
書
に
「
干
鰯
塩
之
通　

尼
崎
鍋
屋

平
三
郎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
は
肥
料
と
と
も
に
塩
を
商
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
の
所
蔵
品
の
な
か
に
「
安
政
三
丙
辰
年
十
二
月
改　

鍋
屋
平

三
郎
」
と
記
さ
れ
た
塩
問
屋
の
看
板
が
伝
わ
る
。

（
（
）�　

川
口
辰
郎
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
に

「
鍋
屋
平
三
郎
家
関
係
文
書
」
が
収
蔵
さ
れ
る
（『
地
域
史
研
究
』
三
五
―
一
、
通
巻

一
〇
〇
、二
〇
〇
五
年
）。

（
4
）�　

拙
稿
「「
享
保
名
物
帳
」
の
意
義
と
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
る
刀
剣
調
査
」（
黒
川
古

文
化
研
究
所
紀
要
『
古
文
化
研
究
』
一
五
、二
〇
一
六
年
）。

（
5
）�　
『
戦
国
遺
文　

三
好
氏
編
』
第
三
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
6
）�　

鳥
養
貞
長
と
三
好
長
慶
に
つ
い
て
は
、
天
野
忠
幸
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　

三
好

長
慶
―
諸
人
之
を
仰
ぐ
こ
と
北
斗
泰
山
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
四
年
）、同
『
増

補
版　

戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
（
）�　

江
島
伊
兵
衛
『
車
屋
本
之
研
究
』（
鴻
山
文
庫
、
一
九
四
四
年
）、
表
章
「「
車
屋
謡
本
」

新
考
（
一
）」（『
能
楽
研
究
』
一
三
、
法
政
大
学
、
一
九
八
八
年
）。

（
8
）�　

徳
川
将
軍
家
所
有
と
し
て
『
名
物
帳
』
に
掲
載
さ
れ
る
名
物
「
車
屋
藤
四
郎
」
は
堺
の

車
屋
宗
端
な
る
人
物
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
名
称
で
あ
り
、
こ
れ
が
宗
晣
と
も
考
え

ら
れ
る
。

（
9
）　

本
間
順
治
（
編
）『
光
徳
刀
絵
図
集
成
』（
便
利
堂
、
一
九
四
三
年
）。

（
（0
）　
『
駿
府
御
分
物
刀
剣
と
戦
国
武
将
画
像
』（
徳
川
美
術
館
、
一
九
七
四
年
）。

（
（（
）　

上
森
岱
乗「
小
田
原
城
主　

稲
葉
家
蔵
刀
目
録
」（『
刀
剣
美
術
』三
五
九
、一
九
八
六
年
）。

（
（（
）　
『
小
田
原
市
史
』
史
料
編　

近
世
Ⅰ
（
小
田
原
市
、
一
九
九
五
年
）。

（
（（
）�　
『
稲
葉
子
爵
家
平
岡
家
御
藏
品
入
札
』（
東
京
美
術
俱
楽
部
、
一
九
一
八
年
）、
上
森
岱

乗
「
名
物
刀
剣
の
売
買
」（『
刀
剣
美
術
』
三
六
九
、一
九
八
七
年
）、
福
永
酔
剣
『
日
本
刀

大
百
科
事
典
』
四
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）。

付
記

　

カ
ラ
ー
図
版
は
す
べ
て
深
井
純
氏
の
撮
影
に
よ
る
。
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1
．
短
刀　

銘　

来
国
次
（
名
物　

鳥
飼
来
国
次
）
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2
．
脇
指　

額
銘　

国
俊
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同
付
属　

黒
蠟
色
塗
短
冊
形
金
蒔
絵
脇
指
拵
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3
．
太
刀　

銘　

来
国
光
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4
．
太
刀　

銘　

国
宗
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5
．
太
刀　

銘　

貞
真
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6
．
刀　

銘　

山
城
国
東
山
住
梅
忠
伝
三
郎
大
江
美
平
作
之　

明
暦
二
年
八
月
吉
日



74

7
．
刀　

銘　

出
羽
国
大
慶
庄
司
直
胤
（
花
押
）　

於
日
本
大
城
下
作
之



75

8
．
刀　

銘　

荘
司
次
郎
太
郎
藤
原
直
勝　

嘉
永
六
年
二
月
日
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9
．
刀　

無
銘



77

10
．
黒
蠟
色
塗
脇
指
拵

11
．
青
銅　

剣


